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東東日日本本大大震震災災津津波波災災害害にに伴伴うう災災害害査査定定がが終終了了！！  

  

砂砂  防防  災災  害害  課課  

  
東日本大震災津波災害に伴う道路、河川等の公共土木施設の国による災害査定は、一部

のがれき置場となっている公園施設を除き、平成 23 年 12 月 23 日で全て終了しました。  

今回の災害に伴う査定決定額は、県関係が 812 箇所の約 2,200 億円、市町村関係が

1,237 箇所の約 27９ 億円で、県全体では 2,049 箇所の約 2,479 億円と過去最大と

なりました。 

災害査定が終了し、今後、本格的な災害復旧工事がはじまります。今後とも、市町村と

協力しながら、公共土木施設の早期復旧に向けて全力で取組んでいきます。 

 

 

   

 

～ 本格復旧へ向けて一歩前進！ ～ 

査定決定額の内訳（国土交通省所管） 
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 国による災害査定は、５月 30 日に内陸部か

ら始まり、県内全ての査定が終了した 12 月

23 日までに延べ 119 班で行われました。 

 災害査定を行う査定官（国土交通省）と立会

官（財務省）は、本省をはじめとして、北海道

から沖縄県まで、全国各地の国出先機関から多

くの職員の参集をいただきました。 

 災害査定では、他県からの応援職員の皆さん

の強力なサポートもあり、査定官から県の対応

について高い評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東日本大震災津波災害に伴う査定経緯】 

 ○H23.５.30  公共土木施設（内陸部）の査定開始 

 ○H23.７.15  公共土木施設（内陸部）の査定終了 

 ○H23.７.25  公共土木施設（沿岸部）の査定開始 

 ○H23.９.27  大規模海岸施設 査定開始 

 ○H23.12.23  公共土木施設の災害査定終了 

災害査定の状況 

概況説明状況 

実地査定状況（橋梁） 

（橋梁上部工裏側の確認） 

実地査定状況（海岸施設） 

机上査定状況 実地査定状況（道路） 

（津波の被害を受けた市街地） 
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未未曾曾有有のの大大災災害害のの災災害害査査定定をを終終ええてて  
今回、災害査定を無事終えることができたのは、様々な方面 

からの応援、支援を受けながら、県土整備部職員が一丸となって 

取り組むことができたからであり、心より関係者各位に感謝 

申し上げます。 

これからは、休む間もなく本格復旧、復興へと突き進むわけ 

ですが、これまで以上に職員が力を合わせ、課題を一つ一つ 

解決しながら、取り組んでいきましょう!! 

平成 24 年１月  砂防災害課総括課長  菊地 一彦 

公共土木施設災害査定の決定状況は、こちらの砂防災害課 HP にも掲載しています！ 

 【県 HP トップ→県土整備部→砂防災害課→いわての災害】 

  http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=825&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=783&pnp=825 

 

件数 決定 件数 決定 件数 決定

12/31～1/1　豪雨 1 1,697 1 1,697

12/30～1/2　冬季風浪 1 4,488 2 16,648 3 21,136

3/11　平成23年東北地方太平洋沖地震 812 220,036,977 1,237 27,885,883 2,049 247,922,860

6/22～27　梅雨前線豪雨 37 606,042 40 242,620 77 848,662

8/14～19　豪雨 5 23,587 5 23,587

8/20～28　豪雨 8 19,941 8 19,941

9/15～23　台風15号及び豪雨 166 2,082,969 358 2,003,412 524 4,086,381

計 1,017 222,732,173 1,650 30,192,091 2,667 252,924,264

金額：千円

異常気象

県+市町村工事

県工事 市町村工事 合計

 

 

公共土木施設の災害復旧は、防潮堤や水門等の大規模施設については 5 年、その他の施

設については 3 年で復旧することを目指して、順次工事を発注する予定としています。 

なお、沿岸部の市街地については、市町村の復興計画等と調整を図りながら、復旧を進

めることとしています。 

 

  

 平成 23 年に発生した災害の異常気象別の査定結果は、下表のとおりです。 

 昨年は、年初めの豪雨、冬期風浪にはじまり、３月の東日本大震災津波、９月の台風 15

号と災害が続き、県内全ての市町村で公共土木施設が被害を受けました。査定決定額につ

いても、過去最も被害の大きかった平成 11 年の約 377 億円を大きく上回りました。 

 

今後の取組について 

【参考】平成 23 年発生災害 災害査定結果（異常気象別） 

http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=825&ik=3&pnp=17&pnp=66&pnp=783&pnp=825

